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研究用途のみ
診断用途には使用しないでください

優れた試料品 

実績ある性能

ユーザーガイド

使用方法: 

1	 保存溶液の入ったMMB採取チューブをパ
ッケージから取り出してください。 

後の使用のために清潔な面に置いておき
ます。  

2	 持ち手部分を持って綿棒をパッケ
ージから取り出してください。 

重要：  
綿棒の持ち手以外を持たないでください
綿棒の切断点より先に触れないでください

3	 膣口の皮膚のひだをそっと開け、綿棒を
膣内に3から5センチ（1から2インチ）入
れます。

重要： 
採取中に綿棒を曲げないでください。

4	 膣壁に沿って綿棒を20秒間円を描くように数
回動かします。 綿棒の先端のすべての側で
検体が採取されているようにしてください。 

綿棒をそっと膣から取り出してください。 

5	 綿棒を片手で持ったまま、保存溶
液の入った採取用チューブのキャ
ップを慎重に外します。 

重要：  
採取チューブ内の保存溶液をこぼさないでく
ださい。
綿棒先端がどこにも触れないようにしてくだ
さい。

6	 速やかに綿棒をチューブの底まで挿入し、
シャフトを切断点で折ってください。 

綿棒の先端がチューブ内の液体に浸るよう
に入れてください。

7	 チューブにキャップをきつく締めます。

パッケージおよび綿棒の持ち手を廃棄します。

キットの提者による配送指示に従って処理のためにサンプルを発送します。

生物検体の輸送に適用される規制に従って発送します。 
www.dnagenotek.comで製品安全データシートをご確認ください。

準備：
•	採取の前に石鹸と水で手を洗ってください。
•		楽な姿勢で座るか、または立ってください。

警告および注意：
•		月経期間中に検体を採取しないでください。
•	採取後に若干の分泌物が出たり、綿棒に血液が付
くことは普通に起きることで心配はありません。 

•	妊娠している場合、この採取キットを使用する前
にご自身のかかりつけの医療の専門家にご相談く
ださい。

•	保存溶液が目に入ったり皮膚に接触した場合は、
水で洗い流してください。 体内に摂取しないでく
ださい。

•	採取チューブ内の保存溶液をこぼさないでください。
•	綿棒をパッケージから取り出したら、置いたり綿
棒の先端がいかなる面にも触れないようにしてく
ださい。

•	小さなもの、のどに詰まる危険性あり。

保管：15°C から 25°C

キットの概要と説明： 
OMNIgene•VAGINALは膣からDNAおよびRNA微生物叢
を採取し保存するための器具とその説明を提供して
います。

ラベルの説明:
i	 パッケージ同封物を参照してください

H	 サンプル採取期限（使用期限）

h	 カタログ番号

D	 再使用しないでください

Y	 注意、使用方法については使用上の注意をご覧ください

15:l25:	 保管方法の説明

M	 製造元 

g	 ロット番号
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